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es ” 2004 ］ 。私自身はＥＰＷの事
務所を一九八〇年代に一度訪問しただけであるが、ラージ氏は人々が評するように自ら多くを語る人でなく、その時の記憶としていま私に残ってい のは、恥ずかしいことだが、ちょうど脇に居合わせた経済史家の故ダニエル・ソーナー氏の夫人、アリス・ソーナーさんのおしゃべりだけである。アリス・ソ ナーはダニエルとともに、サチン・チョウドゥリの親密な協力者であった。クリシュナ・ラージの夫人マイトレ イ ・ラージの研究パートナーでもあり、ＥＰＷのジェンダー特集を最初に企画したのがアリスさんであった。　
チョウドゥリ、ラージの二人の
編集者に共通するのが、若手研究者、新たな書き手の発掘にかけた情熱である。結果的 ＥＷ／ＥＰＷはインドの社会科学者 育成機能までをも果たしてきた。 例えば、いまでは知らぬ人 ない大 アマルティア・セン（一九三三〜）がはじめてチョウドゥリ ＥＷ登場したのは、技術選択を論じ一九五六年の第二九号 、二三歳という若さである。セン その後一九六四年の第四七号まで二二点の論文をこの雑誌で発表してお
り、いかにＥＷがセンの成果発表の場として重要であったかが察せられよう。　
ＥＰＷとラージについては、歴
史家のラーマチャンドラ・グハ （一九五八〜）の例をあげよう。彼もカルカッタ 経営研究所の博士課程に在籍中に、 ジによっ 「発掘」された。経営研究所にイギリス植民地期の森林政策を調べている若い研究者がいると伝え聞いたラージは、研究所 スタ フである経済学者ニルマル・チャンドラを通じてグハを探し当てた。グハの森林政策史に関する論文 最初にＥＰＷに掲載されたのは、一九八三年 第四三号である（グハ二五歳） 。グハは近著
India after 
Gandhi （
London: Picador, 2007 ）
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